
消防活動への協力団体・企業との協定について 

十和田地域広域事務組合消防本部 

１ 協定の目的 

  複雑、多様化及び大規模化する火災や各種事故現場等の消防活動において、早期

の人命救助や事態の収束、円滑な活動のために、地域の団体・企業に「重機等」「船

舶」「ドローン」「消火用水の運搬」「物資の供給」を要請する協力体制を構築し、

当地域の消防活動体制の充実強化を図るものです。 

 

２ 協定の背景 

  当地域においては、これまで交通事故現場での人命救助のためクレーン車を要請

したほか、火災現場に重機を要請して消火活動を行った事案等が発生しており、よ

り迅速な消防活動を行うため団体・企業の協力体制の必要性を感じていた中、平成

28年の新潟県糸魚川市の大規模火災、平成29年の埼玉県三芳町大規模倉庫火災を

機に、総務省消防庁から消防活動に必要な民間事業者等との協定の締結により災害

対応力の強化を図るよう通知がありました。 

 【これまでの協力事例】 

  ・平成19年 交通事故現場に人命救助のためクレーン車を要請 

  ・平成27年 十和田湖危険物流出事故において漁船等が協力 

  ・平成28年 十和田市建物・林野複合火災現場において 

重機2台を要請 

         十和田地区清掃業者連絡協議会に消火用水運搬を要請 

長時間に及ぶ消火活動のため消防団員用に食料品等の手配を要請 

  ・  同年  六戸町工場火災現場に重機1台を要請 

  ・  同年  十和田湖危険物流出事故において漁船等が協力 

 

３ 協定概要と締結先 （順不同） 

① 消防活動の協力に関する協定（重機等） 

   人命救助や火災現場等において、障害物の除去や建物の破壊が必要となった際

に重機等の活動を要請し、早期に人命救助や被害の軽減を図ることを目的とする

ものです。 

  ・十和田市建設業協会 会長 田島 一史 様 

・六戸町防災協議会 会長 佐藤 純一 様 

・一般社団法人 十和田湖国立公園協会 理事長 中村 秀行 様 

・一般社団法人 青森県解体工事業協会県南支部 支部長 竹田 圭三 様 

・一般社団法人 日本建設機械レンタル協会青森支部 支部長 気田 福俊 様 

・株式会社 北上クレーン工業 代表取締役 北上 武男 様 

・有限会社 名久井重機 代表取締役 名久井 邦朗 様 

・有限会社 盛田クレーン 代表取締役 盛田 きくえ 様 

 

② 十和田湖における消防活動の協力に関する協定（船舶） 

十和田湖における事故等の現場において、消防活動上、船舶の協力を必要とする

際に要請し、早期に人命救助や被害の軽減を図ることを目的とするものです。 

・十和田湖増殖漁業協同組合 代表理事組合長 小林 義美 様 



 

③ 消防活動における無人航空機による協力に関する協定（ドローン）  

人命救助や火災現場等において、情報収集活動が必要な場合に、無人航空機 

（ドローン）による活動を要請し、早期に人命救助や被害の軽減を図ることを目的

とするものです。 

・ドローンイノベーションネットワーク 会長 関川 明 様 

 

④ 消防活動における消火用水の供給に関する協定（消火用水） 

  大規模火災や林野火災等において、消火用水の確保が困難な場合に、コンクリ

ートミキサー車による消火用水の運搬を要請し、早期の火災鎮圧を目的とするも

のです。 

 ・十和田地区生コンクリート協同組合 理事長 丸井 理成 様 

 

⑤ 消防活動における物資の供給に関する協定（物資） 

消防活動が長時間・長期間に及ぶ場合に、活動人員の疲労・熱中症対策等のため

に必要な食料品等や車両等の燃料の調達を要請し、円滑な現場活動実施を目的とす

るものです。 

 ・株式会社スーパーカケモ 代表取締役社長 欠畑 茂治 様 

・イオンスーパーセンター株式会社 代表取締役社長 東尾 啓央 様 

・株式会社ユニバース 代表取締役社長 三浦 紘一 様 

・青森県石油商業組合上十支部 支部長 田中 幹志 様   

 

４  これまでの協定締結の状況 (４件) 

・「ガス漏れ及び爆発事故対策に関する協定」 十和田ガス株式会社 Ｓ56 

・「林野火災又は大規模火災等発生時における消防用水の供給に関する協定」 

  十和田地区清掃業者連絡協議会 H21 

・「稲生川土地改良区が管理する農業用水施設の農業用水を防火用水として使用

することに関する協定」 稲生川土地改良区 H23 

・「青森県が管理する農業用水施設の農業用水を防火用水として使用することに 

関する協定」 青森県 H23 

   

                 


